















学位記番号第 1 5 933 号
学位授与年月日 平成 13 年 3 月 23 日










生産効率や独占の経済コスト (deadweight 10ss) に与える影響に注目したものがほとんどであった。これに対して
本研究では、非自発的失業を説明するモデルを使って、有効需要に与える影響に注目しているo
本研究の特徴は次の 3 点である。その第 1 は、経済主体の動学的最適化行動に基づいているということである。こ
の特徴を備えていることにより、従来の失業や景気循環を扱うニューケインジアンの独占的競争モデルでは捉えるこ
とのできなかった、異時点間の資源配分や貨幣経済におけるフローとストックの区別、将来の投資収益の不確実性等
を扱うことができる o 第 2 の特徴としては、失業や有効需要不足というマクロ経済的現象を扱っているということが
ある。そして第 3 は、独占的競争を前提にしているということである o 独占的競争を仮定することにより、完全競争
では分析できないテーマ、すなわち、企業の参入退出や将来の期待利潤を動機とする R&D投資の内生化、財のバラ
エティやクオリティーに影響を与える政策のマクロ経済的意味等を分析することができるo
本研究の目的は次のような論点の解明であるo すなわち、 1 )企業の参入退出と有効需要の関係、 2) R&D投資











2 つの効果を比較する o その結果、常に前者が後者を上回り、有効需要が増加するということを明らかにしているo
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第 4 章では、 Ono (2001) に Grossman and Helpman (1991) の Quality Ladder Model を導入することによっ












大変意義がある o 以上から、博士(経済学)に十分に値すると判断する o
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